
小体研 保健領域部会 第⑪回 記録 

【参加者】 

区部 中央区立泰明小 浮津、西澤、丸田、村瀬 

市部 三鷹市立南浦小 大竹、須山、茨城、中島、綿貫、鈴木、埜村、西尾、生沼、玉置 

 

１ 全体 zoom 

◇正副部長会の報告について（大竹） 

指導案の締め切りは 2 月 26 日。ページ数などの制限はなし。保健部としては例年通り単元の全時間分を載せ

ていきたいと考えている。また、紙ベースでの提供も視野に入れている。 

研究のキーワードは第一に「一斉一律からの脱却」。保健は一斉一律の授業と捉えられることが多いため、一斉

一律からの脱却の様子を伝わるようにしていきたい。あとは資料をよく読んでいただき、「まずやってみる」こと

や「やってみたい課題に取り組ませる」「課題とので合わせ方」なども考えていって欲しい。 

 

◇本日の内容について（大竹） 

各担当で指導案作りを進める。その際、「個々の課題設定」「一斉一律からの脱却」を意識していって欲しい。 

 

２ 区部・市部に分かれて授業づくり 

 

３ 全体 zoom 

◇市部 

めあて学習とならないようにと考えていたが、保健としては、めあてがあってもよい時間があるのでは、と各

時間で話題になった。また、個々の課題設定についてはどの時間も悩むところであった。 

◇区部 

 めあて学習について話題になった。第 1 時では「けがの原因を考えたい」ということを子供たちから出させる

には難しいと感じた。場の設定であったり、発問を考えたりすることも必要。今までの保健・これからの保健が

伝わるよう単元を通して示していくことが大切ではないかということも話題に出た。 

 

４ 次回に向けて 

11/10 区部：中央区立泰明小学校 市部：三鷹市立南浦小学校 

※宿題 Google ドライブに指導案を入れておいてください。2 日前までに 

11/24 区部：中央区立泰明小学校 市部：三鷹市立南浦小学校 

 

５ 常任理事の先生より 

浮津先生 

 他領域も二か所に分かれて実施している状況。柱が最初からそろっていればということもあるかもしれないが、

検討していく中で見えてくることもある。お互いによく確認し合って進めてください。 

 

西澤先生 

不便な部分もりますが、挫けず頑張りましょう。  

 

 


